
概要版【教育の情報化】

「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程に応じた
「情報活用スキル」を育てる教材づくり

―「情報活用ナビゲーション」「情報活用リフレクション」の開発―

令和７年度 前橋長期研修研究員
前橋市立桂萱中学校 鷲頭 一希

研究の概要

研究の目的
「情報活用スキル」について自ら学ぶ教材「情報活用ナビゲーション」と、蓄積した「情報活用ス
キル」を可視化する教材「情報活用リフレクション」の開発を通して、「情報の収集」「整理・分析」
「まとめ・表現」の過程に応じた「情報活用スキル」の育成を目指す。

【生徒の実態】
• 情報活用能力についての理解に乏しく、意識して使ってい
ない生徒が多い。

• 「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の各過程で
求められる情報活用能力に、苦手意識をもつ生徒が多い。

【指導上の課題】
• 教育課程における情報活用能力の位置付けや、育成する
ための学習活動の必要性を理解できていない。

• 学習の目的や場面に応じた情報活用能力について、意識
して指導できていない。

「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の三つの過程

「情報活用スキル」とは

「情報活用能力ベーシック」※１の「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」「振り返り・改善」の過程を土台に
しながらも、教科等横断的に指導がしやすく、生徒が特に課題を抱えている過程であることから、本研究では「情報の収集」「整
理・分析」「まとめ・表現」の三つの過程に焦点を当てることとした。

「繰り返し経験することでスキルについて知り、意識して使えるようになる」という考え方※２を基にしながら、「情報の収集」「整
理・分析」「まとめ・表現」の各過程に求められる情報活用能力をそれぞれ細分化したものを「情報活用スキル」と定義した。

※１ 中川一史・小林祐紀・佐藤幸江・岩崎有朋（2025）．情報活用能力ベーシック活用ガイドブック 東洋館出版社
※２ 塩谷京子（2019）．探究の過程におけるすぐ実践できる情報活用スキル55 ミネルヴァ書房，木村明憲(2022)．学習者の主体性を促す学習モデルの開発に関する研究



【手立て１】 「情報活用ナビゲーション」の開発

「スキル」の経験や学んだことを振り返りながら蓄積することで、「スキル」を意識して使えるようにします

「目指す姿」を生徒と教師とで共有することで、学ぶ「スキル」を具体的にイメージできます

学んだり使ったりした「スキル」をグラフやバッジの色で可視化することで、「スキル」の高まりを実感できます

タブからシートを選択できます

「ナビゲーション」構成図の一部
※点線の枠…コンテンツ

過程からコンテンツを探せます

困ったときには（ヘルプ）

生徒の困り感に応じて、解決につながる
コンテンツをヘルプから探せます

トップページ

情報の収集

目指す姿

振り返り

チェックシート

スキルポイント・経験値・バッジ

情報を集める

過程の説明を読み、具体的な
場面を選択できます

自分の状況に応じて、「何を調べるか（レベル１）」や
「どのように調べるか（レベル２）」といった段階ごと
に必要なコンテンツを選択できます

収集方法チャート（スライド）

コンテンツは、動画やスライド
などを中心に構成し、視覚的
に分かりやすくしています

【手立て2】 「情報活用リフレクション」の開発

トップページ

情報の収集

情報を集める

レベル１：何を調べればよいのかはっきりさせよう

レベル２：どうやって調べればよいのかよく考えよう

レベル３：どうやって保存すればよいのか知ろう

レベル４：情報を集めよう

調査計画表のテンプレート（スプレッドシート）

収集方法チャート（スライド）

メディアの特徴（スライド）

情報の集め方（動画）

教科ごとの情報の集め方（スライド）

情報リストのテンプレート（スプレッドシート）

読んで集める―本・新聞・インターネット

聞いて集める―インタビュー・アンケート

行って集める―現地調査・野外調査

やって集める―実験をする・社会的アクションを起こす

情報を確かめる

困ったときには（ヘルプ）

整理・分析

まとめ・表現



実践の概要
対象 第２学年 １学級35名
単元名
教材名

社会科：「九州地方」「近畿地方」 他教科（理科）：「消化の仕組み」
総合的な学習の時間：「みんなが、住み続けたい前橋にしていくために」

実施時間 社会科：全10時間 他教科（理科）：１時間 総合的な学習の時間：全７時間
実施時期 令和７年９月８日（月）～令和７年11月14日（金）

「ナビゲーション」の利用の実際

「リフレクション」の利用の実際

「ナビゲーション」の修正・改善

「スキル」を学ぶ―社会科「九州地方」（第３時） 「スキル」を意識して使う―社会科「近畿地方」（第１０時）

授業の
ねらい

九州地方の自然環境の保全と産業の発展の両立の
ために必要な視点について、多面的・多角的に考察
し、表現する

学ぶ
「スキル」

「整理・分析」の「情報を結び付ける」

「ナビゲーション」
を利用する活動

九州地方の産業の発展が生み出した課題と、その解
決に向けた人々の取り組みを調べ、その共通点を見
出す

授業の
ねらい

近畿地方の人口の変化による課題に対する近畿地
方の取り組みについて、多面的・多角的に考察し、表
現する

使う
「スキル」

「整理・分析」の「情報を結び付ける」

「ナビゲーション」
を利用する活動

近畿地方の都市・郊外・農村がそれぞれどんな地域
づくりを目指しているのかを考え、互いに交流する

「使用したコンテンツ」や「ナビゲーションは
役に立ったか」と関連付けて振り返ること
で、「ナビゲーション」での学びが課題解決に
つながったことに気付けるようにしました

どんな場面でどんな「スキル」を使ったのかを
具体的に振り返ることで、「スキル」を別の場
面でも意識して使おうとする意欲をもてるよ
うにしました

学んだり使ったりする「スキル」と、「ナビゲーション」を利用した活動を授業に位置付け、設定
した活動の場面で「ナビゲーション」を開いて必要なコンテンツを利用できるようにしました。

「リフレクション」の振り返りとチェックシートを記入し、その時間の「ナビゲーション」による学
びと経験した「スキル」について振り返る時間を設定しました

ワークシートやGoogleフォームを用いて生徒の意見や要望を集め、修正や改善を
重ねました

修正・改善の記録の一部

使い方を覚えられるように、
「ナビゲーション」の操作を
一緒に行いました

活動の目的にふさわしいシンキング
ツールを選べるように、種類と使い
方をスライドのコンテンツで確認し
ました

ベン図を理解できる
ように、目的と使い
方を動画やスライド
のコンテンツで確認
しました

これまで学んできた
「スキル」を意識して
使えるような場面を
多く設定しました

時期 内容

10月 ナビゲーションバーに表示されるボタンのレイアウトを縦から横に変
更した

「読んで集める」に「教科書や資料集で調べる」（説明スライド）を
追加した

「情報を読み取る」のコンテンツをレベル別に分け、「複数の資料か
ら読み取ったことを関連付ける」のコンテンツ（説明スライド）を追加
した

「情報を結び付ける」に「KJ法」（動画・説明スライド）を追加した

説明の長文を減らし、イラストと吹き出しの対話形式で表した



検証

成果と課題

生徒アンケートの結果

抽出生徒の変容

教師アンケートの結果

多くの生徒の「スキル」に対する意識が高まり、半数以上の生徒が「スキル」を教科等横断的に使うことができたことが分かった。「ナビゲー
ション」で生徒が「スキル」について学び、「リフレクション」で振り返ることで蓄積された「スキル」を意識して使うようになった結果だと考えら
れる。一方で、「まとめ・表現」の自己評価が低下した生徒や、「リフレクション」を十分に利用できなかった生徒がいたことも分かった。「まと
め・表現」の「スキル」を使う場面が限定的だったこと、「リフレクション」に記入すべき項目が多く、「スキル」を振り返る余裕が十分に確保でき
なかったこと、「スキル」を次の学習場面でどのように生かすかを意識できる仕掛けが不十分だったことが要因だと考えられる。

生徒Ａは、資料を読み取ることを苦手としており、シンキングツールの使い方も十分に理解できていない様子が見られた。しかし、「ナビゲー
ション」によって、資料の読み取りができるようになったり、シンキングツールを正しく使えるようになったりして、実践の終盤には、「ナビゲーショ
ン」を自ら利用して課題解決に取り組む姿も見られるようになった。これは、生徒Aが、「ナビゲーション」を授業中に何度も見返す中で、資料
の読み取りのポイントやシンキングツールの使い方を理解できたためだと考えられる。また、「リフレクション」によって、蓄積した「スキル」が他
の学習場面にも役立つのを実感できたことが、さらなる「ナビゲーション」の利用を促す結果につながったことも考えられる。

２．「ナビゲーション」の有効性

３．「リフレクション」の有効性

１．「スキル」の自己評価

生徒と同様に、教師も「ナビゲーション」と「リフレクション」の効果を感じていることが分かった。一方で、「ナビゲーション」と「リフレクション」
の機能を十分に発揮するためには、教師の支援や働きかけも必要であることが明らかになった。

○「ナビゲーション」を教科等横断的に繰り返し利用したことにより、「スキル」についての理解が深まり、「スキル」を意識するこ
とができるようになった。
○「リフレクション」で教科の学習内容とこれまでに経験してきた「スキル」とを関連付けて振り返ることで、「スキル」を別の場面
でも意識して使おうとする生徒の姿が見られた。
◇各教科の授業の中で「スキル」を生徒に意識付けた上で、身に付けたい「スキル」を生徒自身が考え、それに応じた「ナビゲ
ーション」のコンテンツを自由に利用して課題解決を図るような機会を、教師が段階的に増やしていくことが重要である。
◇生徒自身が「スキル」の高まりを感じながら次に生かす視点がもてるように、「リフレクション」の内容をさらに工夫する必要が
ある。

事前：７月に実施
事後：11月に実施
対象：2年１学級（35名）

時期：11月に実施
対象：社会科担当の教師Ａ、学級担任の教師Ｂ、理科担当の教師Ｃの３名

生徒A…事前アンケートの「スキル」の自己評価について全ての項目で「できない」と回答していた生徒

36.8
45.4

ア．できる イ．どちらかといえば

できる

ウ．どちらかといえば

できない

エ．できない

36.8

45.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

情報の収集

49.3

53.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

整理・分析

41.2

44.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

事後

まとめ・表現

三つ全ての過程で向上が見られました

社会：資料を上手く読み取れずに戸惑った
り、くらげチャートに長文を書き込んでしまっ
たりする姿が見られました

社会：「ナビゲーション」で確認した付せんの
書き方を参考にしながら、より深い内容まで
記述する様子も見られました

総合：「ナビゲーション」を自ら利用しながら
Googleフォームのアンケートを作成し、班の
メンバーに提案する姿も見られました

• 探究の流れで学習する教科では、継続的な利用により「ナビゲーション」の活用場面がさらに増えるのではないでしょうか。（教師C）
• 「リフレクション」で学習の成果を蓄積し、それを一目で振り返れることは有効だと思いました。（教師B）
• 「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程を教師が生徒に意識付けることが大切だと思います。（教師A）
• タブレットの操作に不慣れな生徒が多い状況では、上手く使えるようになるまでにある程度の時間が必要だと感じました。（教師B）

ア．そう思う
イ．どちらかといえば

そう思う
ウ．どちらかといえば
そう思わない

エ．そう思わない

「ナビゲーション」は「スキル」
を自分で学ぶのに役立ったか

65.6 21.9 12.5 0

「ナビゲーション」は「スキル」
を身に付けるのに役立ったか

46.9 46.9 6.3 0

数値は％ 回答者数＝３５

ア．ある イ．ない

「スキル」が他の教科の学習に
役立ったか

59.４ 40.6

多くの生徒が「ナビゲーション」の効果を
感じていました

ア．そう思う
イ．どちらかといえば

そう思う
ウ．どちらかといえば
そう思わない

エ．そう思わない

「リフレクション」は「スキル」が
身に付いたことを実感するのに
役立ったか

40.6 43.8 12.5 3.1

数値は％ 回答者数＝３５

数値は％ 回答者数＝３５

４．「スキル」の教科等横断的な広がり

多くの生徒が「リフレクション」の効果を
感じていました

多くの生徒が他教科でも「スキル」を
使うことができていました


